
法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
リ
ー
ス
業
務
の
範
囲
等
）

（
リ
ー
ス
業
務
の
範
囲
等
）

第
十
七
条

規
則
第
二
百
二
十
二
条
第
二
項
第
七
号

及
び
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
第
十
五
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す

る
機
械
類
そ
の
他
の
物
件
を
使
用
さ
せ
る
業
務

（
以
下
「
リ
ー
ス
業
務
」
と
い
う
。）に
よ
る
収
入

の
額
の
合
計
額
に
占
め
る
規
則
第
二
百
二
十
二
条

第
二
項
第
七
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
又
は
第
二
百
二
十

七
条
第
二
項
第
十
五
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る

要
件
の
全
て
を
満
た
す
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
業
務
に
よ
る
収
入
の
額
の
割
合
が
百
分
の
五
十

を
下
回
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

第
十
七
条

規
則
第
二
百
二
十
二
条
第
二
項
第
七
号

及
び
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
第
十
五
号
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
は
、
各
事
業

年
度
に
お
い
て
、
同
号
に
掲
げ
る
リ
ー
ス
物
品
等

を
使
用
さ
せ
る
業
務
（
以
下
「
リ
ー
ス
業
務
」
と

い
う
。）に
よ
る
収
入
の
額
の
合
計
額
に
占
め
る
同

号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
も
満

た
す
契
約
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に
よ
る
収

入
の
額
の
割
合
が
百
分
の
五
十
を
下
回
ら
な
い
こ

と
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

別
表
第
１

別
表
第
１

１
～
1221

（
略
）

１
～
1221

（
略
）

1222


眼
内
植
込
み
型
医
薬
品
投
与
シ
ス
テ
ム


















（
新
設
）

別
表
第
３

別
表
第
３

１
～
1232

（
略
）

１
～
1232

（
略
）

1233


家
庭
用
一
酸
化
窒
素
（
Ｎ
Ｏ
）
産
生
血


















行
促
進
用
具








（
新
設
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一

般
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

百
九
十
八
号
）
別
表
第
一
の
１
か
ら
326
ま
で
、
1066
、

1067
、
1069
、
1072
、
1079
、
1083
、
1086
か
ら
1090
ま
で
、
1093
か
ら

1095
ま
で
、
1098
、
1099
、
1101
か
ら
1103
ま
で
、
1107
、
1116
、1118
、

1121
、
1122
、
1126
、
1128
、
1129
、
1131
、
1135
、
1139
、
1143
、
1145
、

1147
、
1156
か
ら
1158
ま
で
、
1160
、
1162
、
1163
、
1172
か
ら
1174
ま

で
、
1178
、
1180
、
1184
、
1185
、
1188
か
ら
1190
ま
で
、
1204
、1206
、

1208
、
1210
、
1214
か
ら
1216
ま
で
、
1218
、
1219
、
1221
及
び
1222
に

掲
げ
る
高
度
管
理
医
療
機
器

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安

全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
か
ら

第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

す
る
高
度
管
理
医
療
機
器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一

般
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

百
九
十
八
号
）
別
表
第
一
の
１
か
ら
326
ま
で
、
1066
、

1067
、
1069
、
1072
、
1079
、
1083
、
1086
か
ら
1090
ま
で
、
1093
か
ら

1095
ま
で
、
1098
、
1099
、
1101
か
ら
1103
ま
で
、
1107
、
1116
、1118
、

1121
、
1122
、
1126
、
1128
、
1129
、
1131
、
1135
、
1139
、
1143
、
1145
、

1147
、
1156
か
ら
1158
ま
で
、
1160
、
1162
、
1163
、
1172
か
ら
1174
ま

で
、
1178
、
1180
、
1184
、
1185
、
1188
か
ら
1190
ま
で
、
1204
、1206
、

1208
、
1210
、
1214
か
ら
1216
ま
で
、
1218
、
1219
及
び
1221
に
掲
げ

る
高
度
管
理
医
療
機
器

令和年月日 木曜日 第号官 報
３

決
算
関
係
書
類
及
び
連
結
決
算
関
係
書
類
に
初
め
て
新
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場

合
に
お
け
る
リ
ー
ス
に
係
る
会
計
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
新
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
第
百
十
三
条
の

二
第
一
項
第
四
号
イ
に
掲
げ
る
事
項
に
代
え
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
注
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

新
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
の
規
定
を
適
用
し
て
決
算
関
係
書
類
又
は
連
結
決
算
関
係
書
類
を
作
成
す

る
最
初
の
事
業
年
度
又
は
連
結
会
計
年
度
（
次
号
に
お
い
て
「
適
用
初
年
度
」
と
い
う
。）の
期
首
の
貸
借
対
照
表

又
は
連
結
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ス
負
債
に
適
用
し
て
い
る
借
手
（
リ
ー
ス
の
当
事
者
の
う
ち
、

そ
の
対
象
と
な
る
資
産
を
使
用
す
る
権
利
を
取
得
す
る
者
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
追
加
借
入
利
子
率

の
加
重
平
均

二

前
号
の
加
重
平
均
後
の
追
加
借
入
利
子
率
で
割
り
引
い
た
適
用
初
年
度
の
前
事
業
年
度
又
は
前
連
結
会
計
年
度

の
末
日
に
お
い
て
開
示
し
た
リ
ー
ス
（
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
リ
ー
ス
（
契
約
期
間
の
中
途
に
お
い
て
解
除
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
リ
ー
ス
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
リ
ー
ス
で
、
借
手
が
、
当
該
リ
ー
ス
の
対
象
と
な
る
資
産
か
ら
も
た
ら

さ
れ
る
経
済
的
利
益
を
実
質
的
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
当
該
資
産
の
使
用
に
伴
っ
て
生
じ
る
費
用
等

を
実
質
的
に
負
担
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
を
い
う
。）を
除
く
。）の
未
経
過
リ
ー
ス
料
と
適
用
初
年
度
の
期
首
の
貸

借
対
照
表
又
は
連
結
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
る
リ
ー
ス
負
債
と
の
差
額
の
説
明

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
三
号

消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
大
蔵
省
・
法
務
庁
・
厚
生
省
・
農
林
省
令
第
一
号
）
第
二
百
二

十
二
条
第
二
項
第
七
号
及
び
第
二
百
二
十
七
条
第
二
項
第
十
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
規

程
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
四
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十

五
号
）
第
二
条
第
五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機

器
、
管
理
医
療
機
器
及
び
一
般
医
療
機
器
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
五
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
（
平
成
十
七
年
政

令
第
九
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び

安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

の
規
定
に
基
づ
き
特
別
の
注
意
を
要

す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
高
度
管
理
医
療
機
器（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
三
十
号
）

の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
六
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生

省
令
第
一
号
）
別
表
第
四
の
二
第
六
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
別
表
第
四
の
二
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
医
療
機
器
（
令
和
三
年

厚
生
労
働
省
告
示
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
一
月
五
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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